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2022 年 10 月－診療報酬改定対応版 

＜対応内容（コスモス）＞ 

【 注意 】 

本書では、主に Flowers NEXTシステム操作上の変更箇所を説明します。 

法改正内容の詳細については、厚生労働省ＨＰの以下のページをご覧ください。 

「後期高齢者の窓口負担割合の変更等（令和３年法律改正について）」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/newpage_21060.html 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/newpage_21060.html
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１. 後期高齢者 負担割合２割の請求に対応 

令和 4年 10 月より、後期高齢者医療制度対象者(一般所得者)のうち一定以上の所得がある方の医療費の 

窓口負担割合が 1割から 2割になります。 

この制度改正に伴い、2割負担の後期高齢者の請求に対応しました。 

後期高齢者(負担割合 2割)の利用者については、次ページの 設定手順 を行ってください。 
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１－１. 医療保険証の設定手順 

（１）「利用者情報管理」を開きます。該当する利用者を選択し、「個人台帳（訂正）」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「医療保険証」をクリックします。有効期間の開始日が令和 4年 9月 30日以前で、終了日が 

「空欄」の履歴をクリックし、「訂正」をクリックします。 

※ 該当する医療保険証の登録が無い場合は、手順（４）に進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）有効期間の終了日を「令和 4年 9月 30日」と入力し、「履歴登録」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 個人台帳（訂正）を 

クリックします。 

① 該当する利用者を 

選択します。 

①「医療保険証」を 

クリックします。 

② 有効期間の開始日が「令和 4 年 9 月 30 日」以前で、 

終了日が「空欄」の履歴をクリックします。 

③「訂正」を 

クリックします。 

①「令和 4 年 9 月 30 日」と入力します。 

②「履歴登録」を 

クリックします。 
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（４）「新規」をクリックします。各項目について以下の           の通り入力し、「履歴登録」を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「新規」を 

クリックします。 

 

有効期間 ･･･ 令和 4年 10月 1日～  

※ 終了日は空欄のままで問題ありません。 

保険区分 ･･･ 後期高齢者 

本人/被扶養者 ･･･ 本人  

※ 保険区分で「後期高齢者」を選択すると自動入力されます。 

所得区分 ･･･ 一般所得者 

職務上の事由 ･･･ （空欄） 

保険者番号 ･･･ 医療保険証に記載されている保険者番号を入力します。 

記号・番号/被保険者番号 ･･･ 医療保険証に記載されている被保険者番号を入力します。 

法別 ･･･ 39：後期高齢者２割 

負担 ･･･ 「定率：20％」 と表示されていることを確認します。 

特記、特記事項 ･･･（空欄） 

   入力内容 

 入力内容 

③「履歴登録」をクリックします。 

② 各項目について、            の通りに 

入力します。 
 入力内容 
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１－２. 高額上限額履歴の設定手順 

続けて、「高額上限額履歴」をクリックします。履歴の登録状況を確認し、次ページの手順を行って 

ください。 

  

【 注意 】 

■ 75歳到達月に該当する場合 

誕生月については期間を分けて登録する必要があります。本書の「３.個人台帳 高額上限額履歴   

７５歳到達月の入力手順の変更」を併せてご覧ください。 

■ 特定疾病療養受療証をお持ちの場合（高額長期疾病の対象（マル長）の場合） 

入力手順が少々異なります。(株)コンダクト HP ＞ お客様サポート ＞ よくあるお問い合わせ ＞ 

「特定疾病療養受療証はどこに入力するのか？」を併せてご覧ください。 
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Ａ.有効期間「R 4/10/ 1～」の履歴が既に登録されている場合 ※ 未登録の場合はｐ.8 をご覧ください。 

（１）有効期間「R 4/10/ 1～」の履歴をクリックし、「訂正」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）「年齢区分」で「後期高齢者」を選択します。続けて「所得区分」の選択肢から 

「後期高齢者 一般Ⅱ」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

配慮措置の適用外となる公費※をお持ちの場合は、続けて「公費により配慮措置を適用 

しない」にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「公費により配慮措置を適用しない」に 

チェックを入れます。 

②「後期高齢者 一般Ⅱ」を選択します。 

①「後期高齢者」を 

選択します。 

① 有効期間「R 4/10/ 1～」の履歴を 

クリックします。 

②「訂正」を 

クリックします。 

※ 配慮措置適用外となる公費 

公費負担医療制度の公費（国公費）は、配慮措置の適用外となります。（例：54 難病法、21 自立 

支援・精神通院 等） 

また、地方自治体単位で行われている医療費助成事業の公費（地方公費）についても配慮措置の 

適用外となる場合があります。お持ちの地方公費が配慮措置の適用外となるかどうかは、各地方 

自治体へお問い合わせください。 
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（３）「特記欄の記載」に「41区カ」と表示されていることを確認し、「履歴登録」を 

クリックします。 

※ 高額長期疾病の対象（マル長）の場合は、「41区カ」「02長」と表示されていることを 

確認し、「履歴登録」をクリックします。 

 

（４）画面上部の「閉じる」をクリックします。 

 

 

Ａ.の手順は以上です。 
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Ｂ.有効期間「R 4/10/ 1～」の履歴が登録されていない、かつ 配慮措置適用外となる公費※を 

お持ちの場合 

【 注 】 配慮措置の適用外となる公費をお持ちでない場合は、この操作手順は不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）「新規」をクリックします。 

（２）各項目について以下の      の通り入力し、「履歴登録」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効期間 ･･･ 令和 4年 10月 1日～  

※ 終了日は空欄のままで問題ありません。 

保険区分 ･･･ 「後期高齢者」と表示されていることを確認します。 

年齢区分 ･･･ 後期高齢者  

所得区分 ･･･ 後期高齢者 一般Ⅱ 

「公費により配慮措置を適用しない」にチェックを入れます。 

上限額 ･･･ 「18,000円」と表示されていることを確認します。 

多数回該当 ･･･ 「自動判別」にチェックが入った状態で灰色になっている 

ことを確認します。 

特記欄の記載 ･･･ 「41区カ」と表示されていることを確認します。 

   入力内容 

 入力内容 

① 各項目について、      の通りに 

入力します。 

②「履歴登録」をクリックします。 

 入力内容  

※ 配慮措置適用外となる公費 

公費負担医療制度の公費（国公費）は、配慮措置の適用外となります。（例：54 難病法、21 自立 

支援・精神通院 等） 

また、地方自治体単位で行われている医療費助成事業の公費（地方公費）についても配慮措置の 

適用外となる場合があります。お持ちの地方公費が配慮措置の適用外となるかどうかは、各地方 

自治体へお問い合わせください。 
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（３）画面上部の「閉じる」をクリックします。 

 

Ｂ.の手順は以上です。 
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２. 個人台帳 高額上限額履歴 「特記欄の記載」の変更 

令和 4年 10 月の診療報酬改定にともない、個人台帳 ＞「高額上限額履歴」を一部変更しました。 

※ 有効期間の開始日が「令和 4年 10 月 1日」以降の場合のみ。 

・「年齢区分」で「後期高齢者」を選択した場合の「特記欄の記載」について、表示されるコードと 

略号を変更しました。 

※ 変更の対象は、所得区分で「後期高齢者 一般Ⅰ」もしくは「後期高齢者 一般Ⅱ」を選択した 

場合のみ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和 4 年 9月 30日まで 

所得区分 特記欄の記載 

70 歳以上 現役並みⅢ 26区ア 

70 歳以上 現役並みⅡ 27区イ 

70 歳以上 現役並みⅠ 28区ウ 

70 歳以上 一般 29区エ 

70 歳以上 低所得Ⅱ 
30区オ 

70 歳以上 低所得Ⅰ 

令和 4年 10月 1日から 

所得区分 特記欄の記載 

後期高齢者 現役並みⅢ 26区ア 

後期高齢者 現役並みⅡ 27区イ 

後期高齢者 現役並みⅠ 28区ウ 

後期高齢者 一般Ⅱ 41区カ 

後期高齢者 一般Ⅰ 42区キ 

後期高齢者 低所得Ⅱ 
30区オ 

後期高齢者 低所得Ⅰ 

※ 後期高齢者 一般Ⅱ＝後期高齢者 一般 (2 割負担)のこと。 

 後期高齢者 一般Ⅰ＝後期高齢者 一般 (1 割負担)のこと。 

「特記欄の記載」を変更しました。 
※ 変更の対象は以下の場合のみ。 

年齢区分 ･･･「後期高齢者」 

所得区分 ･･･「後期高齢者 一般Ⅰ」 

もしくは「後期高齢者 一般Ⅱ」 
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３. 個人台帳 高額上限額履歴  ７５歳到達月の入力手順の変更 

令和 4年 10 月以降に 75歳の誕生日を迎える方（誕生日がついたちの方を除く）について、 

「高額上限額履歴」の入力手順が変更となります。 

 

＜入力手順＞ 

ここでは、75歳の誕生日が「令和 4年 10 月 15日」の場合の手順を説明します。 

（１）該当者の「個人台帳」を開き、「高額上限額履歴」を開きます。 

（２）「新規」をクリックします。 

（既に履歴が登録済みの場合は、該当行を選択し、「訂正」をクリックします。） 

 

 

 

 

 

（３）「有効期間」欄に、誕生月のついたちから誕生日の前日までの日付を入力します。 

「年齢区分」で「70 歳以上(後期高齢者除く)」を選択し、「所得区分」で該当する区分を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「新規」をクリックします。 

① 誕生月のついたちから 
誕生日の前日までの日付を入力します。 

②「年齢区分」で「70 歳以上(後期高齢者除く)」を選択します。 

「所得区分」は該当する区分を選択します。 
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（４）続けて、「上限額手入力」にチェックを入れ、「上限額」欄にひと月の上限額の半分の金額（※）を 

入力します。入力が終わりましたら、「履歴登録」をクリックします。 

 

 

 

 

 

（※）所得区分「低所得ⅠⅡ」･･･ 4,000 円  「一般」･･･ 9,000 円  「現役並みⅠ～Ⅲ」･･･（手計算を行ってください） 

 

（５）もう一度「新規」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

（６）「有効期間」欄に、誕生日当日から誕生月の末日までの日付を入力します。 

「年齢区分」で「後期高齢者」を選択し、「所得区分」で該当する区分を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

（７）続けて、「上限額手入力」にチェックを入れ、「上限額」欄にひと月の上限額の半分の金額（※）を 

入力します。入力が終わりましたら、「履歴登録」をクリックします。 

 

 

 

 

 

（※）所得区分「低所得ⅠⅡ」･･･ 4,000 円  「一般ⅠⅡ」･･･ 9,000 円  「現役並みⅠ～Ⅲ」･･･（手計算を行ってください） 

 

 

  

① チェックを入れます。 ② ひと月の上限額の 

半額を入力します。 

「新規」をクリックします。 

① 誕生日から誕生月の末日までの 

日付を入力します。 

②「年齢区分」で「後期高齢者」を選択します。 

「所得区分」で該当する区分を選択します。 

① チェックを入れます。 ② ひと月の上限額の 

半額を入力します。 
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４. 医療レセプト 記載の変更 

令和 4年 10 月の診療報酬改定にともない、医療レセプトの記載が一部変更となります。 

※ 医療レセプトを請求する前の確認事項については、「医療レセプトチェック項目.pdf」をご覧ください。 

 

・後期高齢者（一般所得者）について「特記」の記載が変更となります。 

 

■ 後期高齢者 一般所得者（1割負担）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

■ 後期高齢者 一般所得者（2割負担）の場合 

 

 

 

 

 

  

「42 区キ」と表示されます。 

「41 区カ」と表示されます。 
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・後期高齢者(2割負担)の利用者の医療レセプトについて 

ひと月の総医療費額によって、合計 ＞ 負担金額 ＞「保険」欄の金額の記載が変更となります。 

（令和 7年 9月まで） 

 

【 例 】 後期高齢者・2割負担・公費の適用なし・高額長期疾病の対象外 の利用者の医療レセプト 

■ひと月の総医療費が「30,000円未満」の場合 

･･･ 合計 ＞ 負担金額 ＞「保険」欄は、空欄になります。 

 

■ひと月の総医療費が「30,000円以上 150,000円未満」の場合 

･･･ 合計 ＞ 負担金額 ＞「保険」欄には、以下の計算式で求められた金額が表示されます。 

（端数処理はされません。） 

6,000＋（ひと月の総医療費－30,000）×0.1 

 

■ひと月の総医療費が「150,000円以上」の場合 

･･･ 合計 ＞ 負担金額 ＞「保険」欄には、「18,000 円」と表示されます。 

 

※ 厚生労働省ＨＰに後期高齢者（2 割負担）の場合の計算事例集が掲載されています。併せてご参照ください。 

「後期高齢者の窓口負担割合の変更等（令和３年法律改正について）」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/newpage_21060.html 

 

後期高齢者医療制度の負担割合見直しに係る計算事例集（令和 4 年 9 月） 

https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000981143.pdf 

 

 

 

５. 褥瘡対策実施状況表 「DESIGN-R2020 分類」に対応 

褥瘡対策実施状況表について、「DESIGN-R2020分類」に対応しました。 

（「⑤褥瘡の重症度」の区分に「DDTI」を追加しました。） 

 

   

  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/newpage_21060.html
https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000981143.pdf
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６. 公費負担者別リスト 医療保険の出力に対応 

請求管理 ＞ リスト・帳票① ＞ 公費負担者別リストについて、医療保険の情報出力に対応しました。 

公費をお持ちの利用者について、公費の内容や指定した期間内の医療費等を確認することができます。 

（集計済みの医療レセプトの情報をもとに出力します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

医療保険分の出力に対応しました。 

令和 4年 10月 24日 
PAGE 1/1 
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７. 医療保険自己負担率一覧表 機能の拡張 

・リスト・帳票 ＞ 利用者 ＞ 医療保険自己負担率一覧表について、記載される項目を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＣＳＶファイル出力に対応しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載される項目を追加しました。 

ＣＳＶファイル出力に対応しました。 
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＜お問い合わせ＞ 

 

 

 

製造・販売：株式会社コンダクト 

ご不明な点等がございましたら、サポートセンターまでお問い合わせください。 
ＴＥＬ ０１２０－０３６－６５３ 

弊社ホームページでも、お問い合わせを受付しております。 
システムより「カスタマサポート」をクリック、または QRコードをスキャン 
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